
日 本 学 術 振 興 会 

第１３回 HOPE ミーティング 

13th HOPE Meeting with Nobel Laureates 

参加者募集要項 

令和３年（２０２１年）６月 

独立行政法人日本学術振興会 

１．趣 旨 

独立行政法人日本学術振興会（Japan Society for the Promotion of Science: JSPS）は、 

アジア・太平洋・アフリカ地域から選抜された優秀な大学院生等が、主として自然科学系

ノーベル賞受賞者等の世界の知のフロンティアを開拓した人々との対話、同世代の研究者との

交流、さらには人文学・社会科学分野の講演や芸術プログラムを通じて、より広い教養の涵養

と人間性の陶冶を図り、将来の同地域の科学研究を担う研究者として飛躍する機会を提供する

ため、平成１９年度（２００７年度）よりHOPEミーティングを開催しています。

この度、第１３回HOPEミーティングへの日本側参加者を募集します。本会議の参加者には、

上述のHOPEミーティングの趣旨を理解し、アジア・太平洋・アフリカ地域の多様な文化や

価値観を尊重しつつ、同地域の科学研究の将来を担う人材として積極的にこの交流事業に参画

することが期待されます。 

２．開催日程及び開催形式 

日 程：令和４年（２０２２年）３月７日（月）～３月１１日（金） 

開催形式：ウェブ会議システムによる会議（オンライン開催） 

３．使用言語 

 英語 

４．講演者 

自然科学系ノーベル賞３分野（物理学、化学、生理学・医学）の受賞者をはじめ、国内外の 

著名研究者を予定しています。 

（参考）前回 HOPE ミーティング講演者 

天野 浩 （２０１４年ノーベル物理学賞） 

梶田 隆章 （２０１５年ノーベル物理学賞） 

Aaron Ciechanover （２００４年ノーベル化学賞） 

Ada Yonath （２００９年ノーベル化学賞） 

Ben L. Feringa （２０１６年ノーベル化学賞） 

Tim Hunt （２００１年ノーベル生理学・医学賞） 

Gunnar Öquist （ウメオ大学名誉教授）

５．募集人数（日本側参加者） 

１５名程度 

※その他、アジア・太平洋及びアフリカの国・地域から合計約９０名が参加予定
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第１３回 HOPEミーティング参加予定国・地域 

オーストラリア、バングラデシュ、中国、エジプト、インド、インドネシア、イスラエル、 

ケニア、韓国、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、ニュージーランド、フィリピン、

セネガル、シンガポール、南アフリカ、台湾、タイ、トルコ、ベトナム 

 

 

６．プログラム（予定） 

（１）ノーベル賞受賞者等、著名研究者による講演 

（２）講演者を交えてのグループディスカッション 

（３）参加者によるポスター発表 

（４）参加者チームによるプレゼンテーション 

（５）文化プログラム、研究施設紹介 

※プログラムの詳細は、本会ホームページにて順次公開します。 

 

 

７．参加に伴う経費 

参加費は無料です。但し、参加者のインターネット環境整備やインターネット接続に係る費

用、会議期間中の食費等は本会では負担しません。 

 

 

８．申請資格 

本会議へ参加を希望する者は、申請時点において下記の（Ａ）又は（Ｂ）を満たす必要があ

ります。また、会議期間中に安定してインターネットに接続できる環境にあることとします。

なお、過去に本会議に参加した者は対象としません。 

 

（Ａ） 我が国の大学等学術研究機関＊（以下、「国内の研究機関」とする。）に所属する博士

課程学生＊＊又は国内の研究機関で研究に従事する若手研究者＊＊＊であること（見込

みを含む＊＊＊＊。）。国籍は問わない。 

（Ｂ） 日本国籍を持つ者又は我が国に永住を許可されている外国人で、海外の大学等学術

研究機関等（以下、「海外の研究機関等」とする。）に所属し、研究に従事する博士課

程学生＊＊又は若手研究者＊＊＊であること（見込みを含む＊＊＊＊。）。 

 ＊ 我が国の大学等学術研究機関： 

以下に挙げる我が国の科学研究費補助金取扱規程（昭和４０年文部省告示第  

１１０号）第２条に規定されている研究機関 

１）大学及び大学共同利用機関 

２）文部科学省の施設等機関のうち学術研究を行うもの 

３）高等専門学校 

４）文部科学大臣が指定する機関 

 ＊＊ 「博士課程学生」とは博士課程後期（又はそれに相当する課程）に在学する者を

指す。 

※申請後、休学をした場合は、申請資格を満たさない場合があるため留意すること。 

 ＊＊＊ 「若手研究者」は、令和３年（２０２１年）４月１日現在、博士の学位を取得後

５年未満の者（平成２８年（２０１６年）４月２日以降に学位を取得した者）を

指す。 
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 ＊＊＊＊ 「見込み」とは、申請時には申請資格である博士課程学生又は若手研究者では

ないものの、令和３年（２０２１年）１０月までに国内・海外の研究機関等に所

属し、研究に従事することが確定していることを指す。申請時に「博士課程学

生」又は「若手研究者」となる予定が証明できること。 

 

 

９．申請方法について 

日本学術振興会への申請書の提出【電子申請システム】 

申請はHOPEミーティング専用電子申請システムより受け付けます。 

申請者は下記の申請締切日時までに HOPE ミーティング専用電子申請システムを通じて

申請手続きを進めてください。 

提出書類については、別紙「申請手順及び申請書類作成要領」記載の提出方法に従って作

成・提出してください。 

なお、様式１・様式２・様式４の署名については自署または自署の電子画像による署名と

してください。手書き風フォントをタイプした署名は認められません。 

提出書類 

 様式 0【必須】 

※ウェブ入力 

第１３回HOPEミーティング 参加申請書（申請者基本情報） 

 様式１【必須】 第１３回HOPEミーティング 参加申請書 

 様式２【必須】 第１３回HOPEミーティング 推薦書 

 様式３【必須】 第１３回HOPEミーティング 申請者の所属を証明する文書 

 様式４【該当者のみ】 第１３回HOPEミーティング 個人情報の取扱いに関する同意書 

 様式５【該当者のみ】 第１３回 HOPE ミーティング 申請者が日本に永住を許可されて

いることを証明する文書 

 

 

１０．申請締切日時 

令和３年（２０２１年）８月２０日（金）１７：００締切 

 

 

１１．選考方法、基準及び結果の通知について 

（１）選考方法 

参加者の選考は、HOPE ミーティング運営委員会委員による書面審査、及び合議審査に  

よって行います。 

 

（２）選考基準 

主な選考基準は、以下のとおりです。 

①優れた学術業績があり、科学的知識とその利用の社会的影響について高い関心を有して

いること。 

②科学及び研究に広範かつ深い興味を有していること。 

③当該分野の研究の将来を担う優れた研究者となることが期待できること。 

④本会議への参加により、共同研究や人的ネットワーク形成に寄与する将来性が見込めること。 

⑤交流や議論に積極的に参加する強い意欲及び十分な英語能力があること。 
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（３）選考結果の通知 

 選考結果については、令和３年（２０２１年）１２月上旬に申請者本人へ通知します。 

 なお、選考結果に関する個別の問い合わせには応じません。 

 

 

１２．選考及び参加決定後のスケジュール（予定） 

令和３年（２０２１年） 

 ８月２０日（金） 申請受付締切 

 ９月 書面審査 

 １０月 合議審査 

 １２月上旬 選考結果の通知・公表 

  会議参加の準備（登録用紙等の提出、アブスト

ラクトの提出） 

令和４年（２０２２年） 

 ３月７日（月）～３月１１日（金） 第１３回HOPE ミーティング 

 ３月下旬 報告書提出 

 

 

１３．参加者の義務  

本会議への参加が決定した者は、本会の定めに従って、参加のために必要な書類、ポスター  

発表のアブストラクト、会議報告書などの必要書類を提出してください。また、指定されたプ

ログラムには全て参加することが義務づけられています。 

 

 

１４．研究資金の不正使用等や研究活動における不正行為等に対する措置 

研究者等による研究資金の不正使用等や研究活動における特定不正行為（ねつ造、改ざん、

盗用）、全ての人権侵害行為（人種差別、性差別、セクシュアルハラスメント、アカデミックハ

ラスメント、パワーハラスメント、職権濫用、ネグレクト等）等の非違行為、法令違反、申請書

の虚偽記載等が認められた場合には、採用決定の取消し、既に配分された研究資金の一部又は

全部の返還等の然るべき措置をとります。 

  研究資金の不正使用等に関する取扱いについては、下記の URLより「研究活動の不正行為及

び研究資金の不正使用等への対応に関する規程」を参照してください。 

https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/fuseitaiou_kitei.pdf 

 

 

１５．個人情報の取扱い等  

申請書類に含まれる個人情報については、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関す

る法律」及び本会の「保有個人情報等保護規程」に基づき厳重に管理し、日本学術振興会の業

務遂行のみに利用（データの電算処理及び管理を外部の民間企業等に委託して行わせるための

個人情報の提供を含む。）します。 

なお、採用された場合、参加者の氏名、職名、所属部署名、所属機関名及び参加報告書等が

本会のウェブサイト等において公表されるほか、関係機関へ周知されることがあります。 

また、EU を含む欧州経済領域（以下「EEA」という。）所在の申請者については、「GDPR

（General Data Protection Regulation：一般データ保護規則）に沿い、様式４「個人情報の取

扱いに関する同意書」を提出してください。なお、申請書類に EEA在住者の情報が含まれる場

合には、上記の取扱いについて該当者の同意を得てください。GDPRの詳細に関しては、下記

のウェブサイト等を参考にしてください。 

個人情報保護委員会 

https://www.ppc.go.jp/enforcement/infoprovision/laws/GDPR/ 
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１６．その他 

（１）本会は、本会議参加期間中に生じた傷害、疾病等の事故について責任を負いません。 

（２）申請書及び添付書類の内容に虚偽、他人の申請書からの転用、署名の無断転用その他  

不正な記載があると判断した場合は、審査の対象外とし、また、当該研究者が本事業に 

採用された後に、同様の記載が発見された場合は、採用の取消しを含む所定の措置を講じ

ます。 

（３）新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に鑑み、やむを得ず一部プログラムを変更す

る場合があります。 

（４）インターネット通信のトラブルにより本会議の参加に支障が生じた場合でも、本会は一

切の責を負いません。 

（５）第１３回HOPE ミーティングに採用されて参加した者は、参加者本人が希望する場合は、

申請資格を満たしているかどうかを問わず、第１４回 HOPEミーティングへの参加資格

を有するものとします。 

 

 

１７．研究者情報の researchmapへの登録について 

researchmap（https://researchmap.jp/）は日本の研究者総覧として国内最大級の研究者情報

データベースで、登録した業績情報は、インターネットを通して公開することもできます。また、

researchmap は、e-Rad や多くの大学の教員データベースとも連携しており、登録した情報を

他のシステムでも利用することができるため、研究者の方が様々な申請書やデータベースに何

度も同じ業績を登録する必要がなくなります。 

researchmap で登録された情報は、国等の学術・科学技術政策立案の調査や統計利用目的

でも有効活用されておりますので、本事業参加者は、researchmap に登録くださるよう、御協

力をお願いします。 

 

 

１８．JSPS-Netへの登録について 

JSPS Researchers Network (JSPS-Net）は、本会事業経験者を中心とする研究者向けソー

シャル・ネットワーク・サービスで、国境を越えて活躍する研究者等のネットワーク、研究者コ

ミュニティの形成を支援します。 

同じ研究分野の研究者に加えて、異なる研究分野の利用者同士、同じ地域で活躍する研究者

同士、それぞれの活動に関心を持つ研究者や研究支援に携わる方々が JSPS-Net 上でコミュニ

ティを形成し、ネットワーキングを行うことで、将来的な国際交流、国際共同研究への発展や、

登録者 1人 1人が世界で活躍する一助となることを目指しています。 

また、若手や外国人研究者を受け入れている研究者と受け入れ先を探している若手研究者と

をマッチングするサービスも提供しています。 

本事業参加者は、JSPS-Netに登録くださるよう、御協力をお願いします。 

https://www-jsps-net.jsps.go.jp/ 

 

 

１９．申請書類の提出先及び問い合わせ先 

独立行政法人日本学術振興会 

国際事業部 研究協力第一課 若手交流第二係 

「HOPEミーティング」担当 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 5-3-1 

TEL：03-3263-2414 

E-mail：hope-meetings@jsps.go.jp 

事業ホームページ：https://www.jsps.go.jp/hope/index.html 
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